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　施設基準等の届出を行った保険医療機関は毎年、７月１日現在の施設

基準等の状況を近畿厚生局（以下「厚生局」）の指導監査課に報告する

必要がある。

　報告が必要となるのは、▽初診料（注１）の届出▽歯援診１・２の届

出▽選定療養の実施▽歯科衛生士実地指導料又は訪問歯科衛生指導料の

算定――をするなどの歯科医療機関。特に、初診料

（注１）の届出医療機関は、府内に開設する保険医療

機関の９割を超えるため、大半の医療機関は報告の必

要がある。

　報告に必要な様式等は９日、厚生局から歯科医療機

関に発送予定。厚生局HPからもダウンロードできる。

　

現
在
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
は
色
々
な
情

報
が
溢
れ
て
い

る
。

　

大
手
メ
デ
ィ
ア
で
な
く
と

も
個
人
で
情
報
発
信
が
で
き

る
様
に
な
っ
た
こ
と
で
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
意
見
も
目
に

す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
社
会

を
創
る
に
は
、
大
変
役
立
つ

事
と
言
え
よ
う
。
そ
の
反

面
、
差
別
や
犯
罪
を
助
長
す

る
意
見
、
他
人
を
陥
れ
た
り

傷
つ
け
た
り
す
る
発
言
、
デ

マ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
も

簡
単
に
発
信
で
き
て
し
ま
う

の
は
大
問
題
だ
。

　

中
国
の
民
主
化
運
動
を
後

押
し
し
て
き
た
香
港
紙
「
リ

ン
ゴ
日
報
」
が
、
香
港
国
家

安
全
維
持
法
違
反
で
廃
刊
に

追
い
込
ま
れ
た
。
同
国
報
道

官
は
「
報
道
の
自
由
は
免
罪

符
に
な
ら
な
い
」
と
い
う

が
、
権
力
に
対
す
る
監
視
が

メ
デ
ィ
ア
の
役
目
で
あ
る
以

上
、
政
権
へ
の
批
判
的
姿
勢

は
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
の
健
全

な
姿
勢
と
い
え
る
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
デ
マ

は
「
言
論
の
自
由
」
の
範
疇

に
入
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ

が
、
秩
序
の
維
持
を
理
由
に

し
た
国
家
権
力
に
よ
る
言
論

弾
圧
は
、
民
主
主
義
の
後
退

を
意
味
す
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
Ｎ
）

平
尾
清
司
社
保
研
究
部
長
が
解
説

コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
危
機
打
開
へ

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定 

保
団
連
の
改
善
要
求
ま
と
ま
る

施設基準の定例報告お忘れなく　７月末日必着施設基準の定例報告お忘れなく　７月末日必着

改
憲
手
続
き
整
っ
た
と
は
い
え
な
い

沖縄大学人文学部教授（憲法学）　髙
たか

良
ら

沙
さち か

哉
改
憲
推
進
を
ア
ピ
ー
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
感

染
に
怯
え
な
が
ら
日
々
を
生
き
抜

く
こ
と
に
必
死
な
国
民
を
よ
そ

に
、
国
民
投
票
法
の
改
正
を
急
い

だ
内
閣
、
国
会
の
一
般
国
民
と
の

感
覚
の
ず
れ
に
呆
れ
る
。
今
回
の

国
民
投
票
法
改
正
は
、
今
年
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て
改
憲

支
持
者
へ
の
選
挙
ア
ピ
ー
ル
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
新
型
コ
ロ
ナ

歯
科
危
機
に

歯
科
危
機
に

追
い
討
ち

追
い
討
ち

　

コ
ロ
ナ
禍
の
歯
科
医
院
経

営
へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

２
０
２
０
年
４
月
以
降
の
受

診
手
控
え
で
歯
科
保
険
医
療

機
関
全
体
と
し
て
の
20
年
４

月
か
ら
21
年
２
月
の
診
療
報

酬
支
払
額
は
対
前
年
比
で
約

４
６
０
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
の
院
内
感
染
対
策
費
の

増
加
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
金
銀
パ
ラ

ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）
の

高
騰
が
続
き
、
金
パ
ラ
購
入

価
格
が
保
険
償
還
価
格
を
上

回
る
「
逆
ザ
ヤ
（
赤
字
）」

も
加
わ
り
、
歯
科
の
現
場
は

ま
さ
に
「
三
重
苦
」
の
状
況

で
す
。

院
内
感
染
対
策
の

院
内
感
染
対
策
の

正
当
な
評
価
を

正
当
な
評
価
を

■
初
再
診
料
の
大
幅
増

　

歯
科
医
療
機
関
の
経
営
を

立
て
直
す
に
は
、
次
期
改
定

で
日
常
的
に
行
う
感
染
対
策

を
正
当
に
評
価
し
、
初
再
診

料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
感

染
防
止
対
策
の
重
要
性
が
改

　

保
団
連
は
６
月
27
日
の
代
議
員
会
で
、
社
会

保
障
及
び
医
療
保
険
制
度
、
診
療
報
酬
の
改
善

を
求
め
て
「
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
保
団
連
要
求
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
う

ち
医
科
歯
科
共
通
項
目
を
含
む
「
保
団
連
歯
科

改
善
要
求
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、
社
保
研
究
部

の
平
尾
清
司
部
長
が
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
す
る
。

め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
、
歯

科
医
療
機
関
は
従
来
か
ら
取

り
組
む
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ

コ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
一
層

の
感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
現
行
の
診
療
報

酬
上
の
評
価
は
到
底
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

20
年
改
定
で
は
初
診
料
10

点
、
再
診
料
３
点
と
わ
ず
か

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
院
内
感
染
防
止
対
策
に

必
要
な
患
者
一
人
あ
た
り
の

費
用
（
１
０
５
８
円
）（
※
）に

は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。
保
団

連
要
求
は
、
少
な
く
と
も
基

本
診
療
料
に
お
け
る
医
科
歯

科
間
の
格
差
を
早
急
に
解
消

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
「
歯
初
診
」
の
廃
止

　

18
年
改
定
で
出
て
き
た
の

が
「
歯
科
点
数
表
の
初
診
料

の
注
１
に
規
定
す
る
施
設
基

準
」
（
歯
初
診
）
と
い
う
初

再
診
料
へ
の
院
内
感
染
防
止

対
策
に
係
る
施
設
基
準
で

す
。
20
年
改
定
で
「
４
年
に

１
回
の
再
届
出
」
か
ら
「
毎

年
１
回
７
月
の
定
例
報
告
」

に
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し

た
が
、
未
届
の
歯
科
医
療
機

関
の
初
再
診
料
を
減
算
す
る

内
容
は
変
わ
ら
ず
、「
未
届

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
不
合

理
な
選
別
の
仕
組
み
」
は
残

さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

そ
も
そ
も
基
本
的
な
院
内

感
染
防
止
な
ど
医
療
安
全
管

理
は
、
医
療
法
で
一
定
の
基

準
を
守
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
団
連
要
求

で
は
、
必
要
な
コ
ス
ト
は
初

再
診
料
の
中
で
適
正
に
評
価

し
、
歯
初
診
は
廃
止
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

即
時
解
消
を

即
時
解
消
を

　

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題

の
解
決
は
急
務
で
す
。
21
年

７
月
の
「
随
時
改
定
Ⅱ
」
は

実
施
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、

金
パ
ラ
の
告
示
価
格
は
４
月

改
定
の
２
６
６
８
円
の
ま
ま

据
え
置
か
れ
ま
し
た
。
直
近

の
保
団
連
調
査
で
は
、
30
グ

ラ
ム
当
た
り
の
税
込
み
価
格

が
一
時
は
10
万
円
を
超
え
る

な
ど
、
「
逆
ザ
ヤ
」
が
生
じ

る
状
況
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま

で
す
。
保
険
診
療
に
必
要
な

材
料
費
の
購
入
で
赤
字
が
で

る
の
は
異
常
で
す
。

　

保
険
の
補
綴
で
さ
え
も
窓

口
負
担
が
重
す
ぎ
て
治
療
を

中
断
す
る
事
例
も
増
え
て
い

ま
す
。
一
刻
も
早
い
「
逆
ザ

ヤ
」解
消
の
た
め
に
、保
団
連

と
し
て
は
市
場
実
勢
価
格
の

実
態
に
あ
っ
た
抜
本
的
な
制

度
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

※ 

日
本
歯
科
医
療
管
理
学
会

雑
誌
第
51
巻
第
１
号
40
―

45（
２
０
１
６
）「
医
療
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
―

院
内
感
染
対
策
費
の
検
討
」

 

（
つ
づ
く
）

　

「
２
０
２
２
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
保
団
連
要

求
」
の
全
文
は
保
団
連
、
協

会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
。

　先の国会で改憲手続きを定める改正国

民投票法が成立した。菅首相は「憲法改

正の議論を進める第一歩」とし、コロナ

禍に乗じた改憲論議の加速化をねらう。

公平公正な選挙の実施に多くの懸念を残

す改正国民投票法の問題について、沖縄

大学人文学部教授の髙良沙哉氏に寄稿し
てもらった。

が
流
行
す
る
以
前
、
菅
官
房
長
官

（
当
時
）
の
支
え
る
安
倍
政
権

は
、
２
０
２
０
年
の
憲
法
改
正
・

施
行
を
目
指
し
て
い
た
。
所
属
政

党
た
る
自
民
党
は
、
当
時
の
安
倍

首
相
の
働
き
か
け
で
改
憲
素
案
と

し
て
改
憲
４
項
目
を
作
り
公
表
し

た
（
憲
法
９
条
へ
の
自
衛
隊
明

記
、
緊
急
事
態
条
項
な
ど
）
。
し

か
し
議
論
が
深
ま
る
前
に
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
突
入
し
、
改
憲
論
議
ど
こ
ろ
で

は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
こ
と
か
ら
多
少
で
も
改
憲
に
近

づ
い
て
い
る
と
改
憲
支
持
者
に
示

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
選
挙
対
策

な
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
か
ら
８
国
会
に

渡
っ
て
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た

も
の
を
、
そ
の
欠
陥
を
改
善
し
な

い
ま
ま
中
途
半
端
に
改
正
し
た
に

す
ぎ
な
い
。

欠
陥
法
の
ま
ま
先
送
り

　

今
改
正
で
は
、
問
題
視
さ
れ
て

き
た
政
党
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
規
制

を
巡
っ
て
議
論
が
ま
と
ま
ら
ず
、

施
行
後
３
年
を
め
ど
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
と
い
う
政
治
的
妥
協

で
与
野
党
の
折
り
合
い
が
つ
け
ら

れ
た
だ
け
で
十
分
な
結
論
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
公
職
選
挙
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
駅
や
商
業
施

設
等
で
の
投
票
も
導
入
さ
れ
、
形

式
的
に
は
国
民
の
便
宜
に
応
え
た

よ
う
だ
。

　

た
だ
、
改
憲
論
議
が
現
実
化
し

た
場
合
に
必
要
な
実
質
的
な
内
容

の
改
正
が
な
く
欠
陥
法
の
ま
ま

だ
。
例
え
ば
、
再
三
指
摘
さ
れ
て

き
た
「
最
低
投
票
率
」
は
今
回
も

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
改
憲
項
目

に
対
し
て
国
民
投
票
に
お
け
る
投

票
率
が
低
い
場
合
に
は
、
改
憲
の

正
当
性
に
疑
義
が
生
じ
る
可
能
性

が
２
０
０
７
年
の
同
法
制
定
当
時

か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て
い
る
。
自

民
党
が
２
０
１
８
年
に
示
し
た
改

憲
４
項
目
に
は
自
衛
隊
の
明
記
や

緊
急
事
態
条
項
な
ど
現
行
憲
法
の

基
本
原
則
に
抵
触
し
、
憲
法
改
正

の
限
界
を
超
え
る
可
能
性
の
あ
る

項
目
が
挙
が
る
。
憲
法
改
正
の
限

界
を
超
え
た
改

正
が
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ

て

も
、
改
憲
の
無

効
を
訴
え
る
手
段
も
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
主
権
者
に
と
っ
て
不
可

欠
な
重
要
事
項
の
議
論
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
の
改
正
で
あ
り
、
誰
の

た
め
の
憲
法
改
正
な
の
か
、
国
民

投
票
法
な
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態

だ
。

　

今
改
正
で
、
憲
法
改
正
手
続
が

整
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
不
当
な

改
憲
に
国
民
が
対
抗
で
き
る
内
実

を
備
え
た
国
民
投
票
法
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
よ
う
な
欠

陥
が
修
正
さ
れ
な
い
限
り
、
改
憲

論
議
を
始
め
る
こ
と
は
控
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急

事
態
宣
言
等
の
行
動
の
制
約
が
、

緊
急
事
態
条
項
新
設
へ
進
ま
な
い

か
も
懸
念
さ
れ
る
。
国
民
投
票
法

の
改
正
が
拙
速
な
改
憲
論
議
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
注
視
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

2021総選挙

私の論点私の論点②

報告様式は
コチラ　　

ポイントの歯科保団連改善要求 ㊤

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を７月15日に更新しました。
URL
http://osk-hok.org/job/


